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國
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究

京

大

教

授

宮

崎

市

定

先

生

0
記
念
祭
典
昭
和
三
十
七
年
十
月
六
日
（
土
）
北
濱
本
會
に
於
て
、
午
後

一
時
よ
り
記
念
祭
典
を
執
行
し
、
新
に
小
倉
正
恒
先
生
を
奉
祀
。
次
い
で
同

一
時
四
十
分
よ
り
記
念
講
演
會
を
開
き
、
大
阪
大
學
教
授
村
田
敷
之
亮
先
生

の
「
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

0
昭
和
三
十
八
年
一
月
二
十
日
元
講
師
京
大
名
轡
教
授
、
文
學
拇
士
叫
科

虎
雄
先
生
、
老
衰
の
た
め
、
芦
屋
の
自
宅
に
て
逝
去
。

0
昭
和
三
十
八
年
五
月
二
日
評
議
員
圃
国
ゴ
氏
西
宮
の
自
宅
に
て
逝
去
。
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小
野
膀
年
先
生

隊

枝

晃

先

生

山
田
信
夫
先
生

今
小
路
覺
瑞
先
生

0
秋
季
講
座
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日
（
月
）
よ
り
六
日
（
土
）
ま
で
、

本
會
及
阪
大
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
阪
大
本
部
松
下
會
伯
講

堂
に
於
て
、
苺
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
懐
徳
堂
講
座
第
二
十
四
回

開
講
、
聴
講
者
延
二
百
六
十
五
名
。

〇
脊
李
講
座
昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
七
日
（
月
）
よ
り
六
月
一

ま
で
、
本
會
及
阪
大
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
按
で
、
阪
大
本
部
松
下

會
伯
講
堂
に
於
て
、
緑
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
恢
徳
堂
講
座
第
二

十
五
回
開
講
、
聴
講
者
延
三
百
八
十
名
。

演
題
と
講
師

白
氏
文
集

資
治
通
鑑

四
庫
の
分
類
法

張
彦
遠
「
法
書
要
録
」

に
お
け
る
六
朝
の
書
論

花
他
書
（
風
姿
花
縛
）

周

襲

（
懐
徳
堂
堂
友
會
）
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京
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授

大

阪
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教

授

京
大
人
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科

學
研
究
所
員

京
芙
大
教
授

阪
大
助
教
授

京

大

教

授

鈴
木
隆
一
先
生

0
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日
第
三
十
三
琥
装
行
。

0
同
年
十
月
六
日
（
土
）
懐
徳
堂
恒
祭
に
、
委
員
参
列
、
奉
仕
。

0
昭
和
三
十
七
年
十
月
十
四
日
（
日
）
大
徳
寺
秘
賓
の
曝
涼
を
、
森
暢
先
生

の
指
尊
で
見
學
、
参
加
者
六
十
餘
名
。
午
後
七
時
よ
り
大
徳
寺
塔
頭
黄
梅
院

で
、
一
久
の
普
茶
料
理
賞
味
會
を
催
す
、
参
會
者
一
二
十
名
。

0
同
年
十
一
月
十
八
日
（
日
）
京
都
住
友
別
邸
内
泉
屋
悔
古
館
の
銅
器
を
、

杉
本
大
阪
大
手
前
高
校
教
諭
の
指
尊
に
よ
り
見
學
、
参
加
者
五
十
餘
名
。

0
昭
和
三
十
八
年
一
月
二
十
日
名
巻
會
員
鈴
木
虎
雄
先
生
、
老
衰
の
た
め
、

芦
屋
の
自
宅
に
於
て
逝
去
（
汀
立
疇
囀
晶
）
。
哀
悼
に
堪
え
な
い
。
先
生
は
大

正
十
二
年
三
月
よ
り
恢
徳
堂
文
科
講
義
講
師
と
し
て
、
敷
年
間
杜
甫
の
詩
を

講
義
さ
れ
た
。
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生



0
同
年
一
月
二
十
六
日
京
都
大
學
に
於
け
る
鈴
木
先
生
告
別
式
に
、
中
川
、

酒
井
雨
委
員
参
列
。

0
同
年
五
月
十
二
日
（
日
）
森
暢
先
生
の
指
尊
に
よ
り
、
加
古
川
市
鶴
林
寺

の
古
美
術
と
、
尾
上
紳
祉
の
闊
賓
朝
鮮
渡
来
の
梵
鐘
見
學
、
参
加
者
三
十
餘

名。0
同
年
五
月
七
日
會
員
昔
代
節
雄
氏
死
去
。
氏
は
多
年
堂
友
會
員
と
し
て
、

會
の
疲
展
に
努
力
さ
れ
、
且
つ
貴
重
な
る
論
文
を
、
随
時
「
恢
徳
」
に
疲
表

さ
れ
た
。
氏
の
死
去
は
哀
惜
に
堪
え
な
い
。
饉
ん
で
弔
意
を
表
す
る
。

0
同
年
五
月
三
十
日
會
員
綿
谷
善
平
氏
死
去
。
氏
は
恢
徳
堂
講
座
に
は
、
老

齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鋏
か
さ
ず
わ
ざ
わ
ざ
堺
か
ら
杖
を
つ
い
て
来
ら
れ
た

彙

報

熱
心
な
賄
講
者
で
、
叉
見
學
會
に
は
、
た
母
回
喜
ん
で
参
加
さ
れ
て
い
た
が
、

幽
明
境
を
異
に
さ
れ
、
哀
悼
に
堪
え
な
い
、
饉
ん
で
弔
意
を
表
す
る
。

ォ
サ
ム

0
同
年
七
月
二
十
一
日
（
日
）
奈
良
國
立
文
化
財
研
究
所
森
蘊
先
生
の
指
鴎

で
、
京
都
府
加
茂
町
岩
船
寺
、
浮
瑠
璃
寺
（
九
腔
寺
）
の
古
美
術
を
見
學
、

猛
ぃ
者
に
か
か
わ
ら
ず
参
加
者
三
十
餘
名
で
、
多
大
の
感
銘
を
う
け
た
。

豫

告

0
昭
和
三
十
八
年
十
月
下
旬
、
又
は
十
一
月
初
旬
に
、
國
賓
美
術
の
見
學
を
、

滋
賀
縣
愛
知
郡
秦
荘
町
字
松
尾
寺
の
金
剛
輪
寺
（
通
稲
松
尾
寺
）
に
行
う
豫

定
、
多
敗
の
参
加
を
希
望
す
る
。
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